
－34－ 

 

地震観測記録に基づく
プレート等深線や

インバージョン結果
地下構造データ 活断層調査

特性化震源モデル

巨視的震源特性

微視的震源特性

その他の震源特性

特性化震源モデル

巨視的震源特性

微視的震源特性

その他の震源特性

海溝型地震

活断層で
発生する地震

強震動計算

統計的グリーン関数法

強震動計算

差分法

予測結果の検証

過去の地震記録 距離減衰式

終了
震源断層モデルや
地下構造モデルの

見直し

OK NG

ハイブリッド合成法

地下構造モデル

地震基盤以深の地殻構造

深い地盤構造

浅い地盤構造

解説：強震動予測レシピ 
震源断層を特定した地震の強震動予測手法のフロー 

「レシピ」とは、主要活断層帯や海溝型地震など震源断層を特定出来る地震について、将来

発生する可能性の高い想定地震の断層モデルを設定して強震動を予測するために、誰でも同じ

ような予測計算が出来るような標準的な方法論としてまとめられたものである。最大加速度、

最大速度、震度といった単純化された指標だけではなく時刻歴波形も計算されるので、それを

用いれば構造物の地震時挙動や破壊力を知ることもできる。 

強震動予測の「レシピ」の構成は、次の通りである。 

① 想定する地震の震源の特性化 

② 震源と対象地域を包含する地下構造・地盤構造のモデル化 

③ 地震動のシミュレーション手法 

④ 予測結果の検証 

この「レシピ」を適用することにより、構造物の被害に関係する周期 0.1 秒から 10 秒の広い

周期帯域における強震動の高精度予測が可能となり、地震災害軽減策に役立てることが可能と

なる。また、最近の新しい地震の発生により得られた多数の高精度な観測記録や震源情報を用

いて、レシピは随時見直され改良されている。 




